
長
崎
遊
学
と
京
都
除
痘
館

手
塚
良
斎
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
二
五
歳
の
と
き
に
、
蘭
学
を
学
ぶ
た
め
に
長
崎
に
お
も
む
い
た
。
長
崎
滞
在
中
、
嘉
永
二
年
に
脚
気

を
わ
ず
ら
っ
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
、
坪
井
信
良
が
実
兄
佐
渡
三
良
に
あ
て
た
嘉
永
三
年
の
書
簡
に
承
る
と
、

（
以
下
『
御
用
留
』
と
い
う
）

単
に
え
が
き
だ
し
た
。
ま
Ｌ

い
て
し
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
『
御
用
留
』
を
寺

報
告
す
る
。

は
じ
め
に

（
１
）
（
２
）

幕
末
に
軍
医
と
し
て
活
躍
し
た
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
斎
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
し
た
。
良
斎
の
筆
に
な
る
『
医
学
所
御
用
留
』

予
『
御
用
留
』
と
い
う
）
に
ふ
せ
ら
れ
た
前
附
に
よ
っ
て
良
斎
の
略
歴
を
し
り
、
そ
の
本
文
か
ら
歩
兵
屯
所
医
師
と
し
て
の
活
躍
を
ご
く
簡

に
え
が
き
だ
し
た
。
ま
た
「
堀
内
文
書
」
に
お
さ
め
ら
れ
た
堀
内
忠
迪
あ
て
の
書
簡
か
ら
、
開
業
医
と
し
て
の
生
活
や
、
蘭
学
の
習
得
に
つ

歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
斎
政
富

を
詳
細
に
検
討
し
、

ほ
か
に
二
、
三
の
史
料
を
披
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
、
い
く
つ
か
の
新
知
見
を
え
た
の
で
こ
こ
に

纈
轤
涜
罐
弄
一
鑑
零
和
六
十
年
一
月
三
十
一
日
受
付

深
獺
泰
旦
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と
あ
る
。
治
療
を
た
の
ま
れ
た
モ
ー
’
一
ツ
ケ
は
、
日
本
流
に
煎
薬
だ
け
を
投
与
し
た
の
で
、
そ
の
薬
品
の
名
前
や
病
名
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

「
病
気
直
リ
サ
エ
ス
レ
ハ
ョ
ロ
シ
、
薬
品
病
名
等
〈
知
テ
モ
益
ナ
シ
」
と
い
っ
て
、
た
い
そ
う
腹
を
た
て
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

同
じ
質
問
を
く
り
か
え
し
た
と
こ
ろ
、
病
名
は
《
《
ぐ
の
時
日
目
掲
〉
）
（
麻
郷
）
と
の
べ
た
だ
け
で
、
薬
品
の
名
は
つ
い
に
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た

と
い
う
。
お
そ
ら
く
治
療
も
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

良
斎
は
嘉
永
二
年
の
初
冬
、
長
崎
遊
学
を
お
え
て
江
戸
へ
の
帰
国
の
旅
に
つ
い
た
。
良
斎
が
京
都
に
つ
い
た
の
は
一
○
月
一
二
日
の
こ
と

で
、
こ
の
こ
ろ
長
崎
に
痘
苗
を
う
け
と
り
に
ゆ
く
た
め
、
福
井
を
た
っ
て
京
都
に
い
た
笠
原
良
策
と
こ
の
日
に
京
都
で
あ
っ
て
い
る
。
笠
原
良

（
４
）

策
の
『
戦
競
録
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

十
二
日
（
嘉
永
二
年
一
○
月
）
晴
…
…
今
日
手
塚
良
斎
自
下
関
到
…
：
．

良
斎
は
そ
の
翌
日
も
良
策
に
あ
い
、
京
都
を
は
な
れ
る
ま
で
前
後
四
回
も
会
っ
て
い
る
。

十
三
日
晴
…
・
夜
之
錦
洞
遇
手
塚
良
斎
云
云
水
戸
藩
中
人
也
歳
三
十
余
随
坪
井
氏
四
年
在
崎
陽
二
年
学
崎
陽
及
佐
賀
接
白
神

マ
マ
マ
マ

法
且
接
蘭
人
モ
ン
ニ
ッ
キ
三
入
唐
館
…
…
妹
嫁
大
月
春
斎
今
業
成
而
帰
也
．
．
…
．

良
斎
が
水
戸
藩
の
医
師
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
義
父
手
塚
良
仙
光
照
が
、
水
戸
の
支
藩
で
あ
る
常
陸
府
中
藩
松
平
播
磨
守
に
つ
か
え

て
い
た
の
で
こ
の
よ
う
な
記
述
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
良
斎
は
二
六
歳
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
良
策
に
は
「
歳
三
十
余
」
と
設
え
た
の

は
、
あ
る
い
は
良
斎
が
年
よ
り
も
老
け
て
み
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

良
斎
が
長
崎
に
お
い
て
学
ん
だ
師
に
つ
い
て
し
る
し
た
文
書
は
な
い
。
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
あ
る
い
は
モ
ー
ニ
ッ
ケ
に
つ
い
た
と
も
い
え
よ

う
が
、
こ
れ
は
蘭
館
（
さ
き
の
唐
館
は
蘭
館
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
）
に
お
も
む
い
て
、
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
に
三
度
教
え
を
こ
う
た
と
解
釈
し
た
方
が
よ

候冒
●ｰ

（
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
は
）
格
別
学
力
之
ア
ル
様
子
テ
モ
ナ
シ
。
ト
申
〈
、
同
人
昨
年
長
崎
滞
留
中
二
小
子
ノ
知
己
之
人
医
生
（
元
姓
内
村
、
信
州
之
人

也
、
手
塚
良
斎
事
也
。
元
稜
子
モ
知
ル
人
ナ
ル
ベ
シ
）
長
崎
ニ
テ
脚
気
ヲ
患
申
候
故
、
幸
右
等
之
治
法
新
奇
ナ
ル
事
モ
ャ
ト
存
シ
施
法
相
願
申

（
。
Ｊ
）

ユ
羊
へ
●
◆
●
。
。
。
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十
七
日
：
…
・
良
斎
氏
日
接
人
痘
而
不
感
者
浴
温
湯
而
始
発
者
屡
有
之
又
日
在
崎
陽
与
高
嶋
氏
等
謀
諜
「
ヲ
－
フ
ル
ス
タ
ラ
ー
テ

ソ
セ
ー
ア
ル
チ
ヱ
ル
レ
リ
イ
」
勒
シ
テ
為
十
二
巻
又
謹
モ
ス
ト
梅
毒
篇
一
巻
右
各
東
帰
後
写
而
贈
申
候
・
・
・
…

良
斎
は
人
痘
接
種
に
つ
い
て
不
善
感
者
の
扱
い
を
の
べ
て
、
豊
富
な
経
験
の
一
端
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
長
崎
に
滞
在
中
に
訳
し
た
と
い
う
砲

術
書
の
原
書
は
、
］
砲
・
○
・
ぐ
凹
昌
Ｏ
ぐ
ｑ
胃
昌
ｇ
が
あ
ら
わ
し
た
《
出
幽
己
巳
の
目
掲
８
計
号
庸
昌
日
吻
号
門
胃
蔚
岸
号
》
〕
（
扇
ｇ
）
で
あ
る
と
お
も
わ

れ
る
。
大
島
圭
介
が
訳
し
て
『
砲
科
新
論
』
（
文
久
元
年
刊
）
と
し
て
出
版
さ
れ
、
一
方
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
別
の
砲
術
書
が
、
『
砲
術
訓
蒙
』

（
木
村
軍
太
郎
訳
安
政
元
年
刊
）
『
砲
術
新
篇
』
（
山
中
敬
望
訳
慶
応
元
年
刊
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
良
斎
ら
も
こ
れ
を
訳
し
て
訓
刷
に
ふ
し
、

一
二
巻
本
と
し
て
出
版
し
た
と
よ
め
る
が
、
兵
書
目
録
な
ど
に
こ
れ
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
モ
ス
ト
梅
毒
篇
は
、
《
田
口
昌
匡
。
冨
呂
①
骨
吻
鴨
闇
日
日
尉
昌
目
の
＆
側
目
“
３
２
自
且
呂
冒
侭
胃
胃
昌
卑
四
×
尉
響
》
（
届
患
ｌ
岳
目
）
の
う
ち
の
梅

毒
の
項
目
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
蘭
耆
を
訳
し
た
と
の
べ
て
い
る
の
は
、
良
斎
が
か
な
り
オ
ラ
ン
ダ
語
に
通
じ
て
い
た
事
実
を
し

い
だ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
長
崎
や
佐
賀
で
種
痘
術
を
身
に
つ
け
た
と
あ
る
。
こ
の
日
は
牛
痘
苗
輸
入
の
苦
心
談
や
、
モ

ー
’
一
ツ
ケ
の
牛
痘
接
種
法
に
つ
い
て
話
が
は
ず
ゑ
、
二
人
が
わ
か
れ
た
の
は
夜
中
の
一
二
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
笠
原
良
策
は
、
そ
の
師
日
野
鼎
哉
と
と
も
に
、
京
都
除
痘
館
の
開
設
に
い
そ
が
し
か
っ
た
。
嘉
永
二
年
モ
ー
’
一
ツ
ケ
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
牛
痘
痂
に
よ
っ
て
、
楢
林
宗
建
が
牛
痘
の
接
種
に
成
功
し
、
以
前
か
ら
良
策
の
依
頼
を
う
け
て
い
た
頴
川
四
郎
八
が
、
こ
の
痘
痂

を
京
都
の
日
野
鼎
哉
に
早
飛
脚
で
お
く
っ
た
。
た
ま
た
ま
藩
命
を
お
び
て
長
崎
に
痘
苗
を
も
と
め
て
旅
立
っ
た
良
策
が
、
京
都
の
恩
師
を
訪
れ

て
、
痘
痂
入
手
の
朗
報
を
耳
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
鼎
哉
、
良
策
ら
は
痘
苗
を
確
保
す
る
た
め
に
、
京
都
に
除
痘
館
を
ひ
ら
く
こ
と
を
決
意
し
、
こ
れ
が
開
設
の
は
こ
び
に
な
っ
た
の
は

め
す
も
の
で
あ
る
。

一

良
斎
が
京
都
を
は
な
れ
た
の
は
、
嘉
永
二
年
一
○
月
下
旬
で
あ
っ
た
。
笠
原
良
策
、
桐
山
元
中
連
名
で
、
良
斎
に
あ
て
た
二
月
一
六
日
づ

そ
こ
で
鼎
哉
、
良
策
ら
は
痘
十
里

○
月
一
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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こ
の
書
簡
の
前
半
に
は
、
良
斎
が
京
都
で
勇
象
足
を
し
で
か
し
た
こ
と
に
た
い
し
、
笠
原
良
策
ら
が
そ
の
経
緯
を
く
わ
し
く
の
べ
て
、
師
家

に
面
目
が
た
つ
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
詰
問
し
て
い
る
。

…
：
・
御
会
面
ノ
節
、
未
越
前
へ
伝
苗
不
相
済
候
儘
、
当
地
二
て
御
開
之
事
〈
、
必
御
無
用
と
反
覆
申
上
候
一
一
、
長
柄
家
ニ
テ
、
貴
君
其
児

二
霜
一
一
接
痘
被
成
候
由
、
菓
舗
小
林
安
兵
衛
等
申
触
レ
候
故
、
不
倭
等
対
師
家
甚
不
行
届
之
、
御
応
対
を
申
賛
シ
候
様
二
て
、
殆
困
リ
入

（
５
）

申
候
、
此
義
早
速
御
糺
シ
被
下
、
不
倭
等
対
師
家
、
申
訳
相
達
候
様
、
御
処
置
可
被
成
下
候
…
…

（
７
）

こ
こ
に
あ
る
長
柄
家
と
は
、
の
ち
に
有
信
堂
社
中
の
人
と
な
る
長
柄
春
竜
（
三
條
通
西
洞
院
西
入
町
）
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
良
策
ら
は
約
束
ど
お
り
、
痘
苗
を
江
戸
の
良
斎
の
も
と
に
送
っ
た
。

『
御
用
留
』
で
は
、
良
斎
が
長
崎
遊
学
か
ら
江
戸
に
か
え
っ
た
の
は
、
嘉
永
三
年
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
書
簡
を
み
る
か
ぎ
り
、
嘉

永
二
年
二
月
中
旬
に
は
江
戸
に
た
ち
か
え
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

府
の
さ
い
、
島
田
南
嶺
が
佐
賀
か
ら
も
垂

れ
た
こ
と
を
こ
の
書
簡
は
教
え
て
い
る
。

（
５
）

け
の
書
簡
に
、
「
分
快
已
来
屈
指
已
二
旬
余
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
が
わ
か
る
。
『
戦
脱
録
』
に
は
、
一
○
月
一
八
日
夜
良
策
が
良
斎
を

訪
問
し
た
が
あ
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
あ
り
、
こ
の
日
を
最
後
と
し
て
『
戦
競
録
』
か
ら
良
斎
の
名
は
き
え
て
し
ま
う
。
記
念
す
べ
き
京

都
除
痘
館
の
開
館
の
日
に
、
良
斎
は
京
都
に
滞
在
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
有
様
を
自
分
の
眼
で
た
し
か
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
書
簡
は
江
戸
に
か
え
っ
た
良
斎
に
た
い
し
、
良
策
か
ら
牛
痘
苗
に
そ
え
て
送
っ
た
も
の
で
、
う
け
と
っ
た
ら
早
速
接
種
し
て
、
そ
の
善

感
、
不
善
感
を
報
告
し
て
ほ
し
い
と
申
し
い
れ
る
と
と
も
に
、
さ
き
に
師
の
日
野
鼎
哉
が
約
束
し
た
と
お
り
、
こ
の
痘
苗
を
伊
東
玄
朴
、
竹
内

玄
同
、
渡
辺
春
汀
に
も
分
け
て
ほ
し
い
と
の
べ
て
い
る
。
痘
苗
が
江
戸
の
伊
東
玄
朴
の
手
に
わ
た
っ
た
の
は
、
嘉
永
二
年
二
月
鍋
島
侯
の
出

（
６
）

府
の
さ
い
、
島
田
南
嶺
が
佐
賀
か
ら
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
の
ル
ー
ト
で
、
京
都
の
日
野
鼎
哉
か
ら
玄
朴
に
伝
苗
さ
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歩
兵
屯
所
医
師
と
し
て
の
良
斎

文
久
三
年
三
月
あ
ら
た
に
設
立
さ
れ
た
歩
兵
屯
所
の
附
属
医
師
と
し
て
、
良
斎
は
戸
塚
静
甫
、
千
村
礼
庵
ら
と
と
も
に
医
学
所
医
師
か
ら
出

役
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
五
人
扶
持
を
給
さ
れ
た
。
つ
い
で
七
月
に
い
た
り
、
戸
塚
静
甫
、
吉
田
策
庵
、
高
島
祐
啓
ら
と
と
も
に
、
同
所
医
師

取
締
に
抜
擢
さ
れ
た
。
当
初
四
ヶ
所
に
あ
っ
た
歩
兵
屯
所
で
の
医
師
の
勤
務
は
、
一
ケ
月
交
代
の
輪
番
制
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
こ
と
の
ほ

か
迷
惑
を
こ
う
む
る
と
の
病
兵
か
ら
の
訴
え
も
あ
り
、
病
兵
を
治
療
す
る
う
え
で
も
適
当
で
な
い
の
で
、
同
年
二
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
屯
所

に
、
医
師
を
専
属
さ
せ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
が
、
良
斎
ら
四
人
の
医
師
取
締
が
一
定
の
屯
所
を
担
当
し
た
様
子
は
承
ら
れ
な
い
。

水
戸
天
狗
党
の
乱
（
元
治
元
年
）
や
、
将
軍
家
茂
の
第
二
回
の
上
洛
（
文
久
三
年
）
に
あ
た
っ
て
は
、
歩
兵
組
が
あ
わ
た
だ
し
く
出
動
し
、
そ

れ
に
附
属
し
て
屯
所
附
医
師
が
同
行
し
て
い
る
が
、
良
斎
は
江
戸
に
と
ど
ま
っ
て
、
そ
の
留
守
を
ま
も
っ
て
い
た
。
良
斎
が
歩
兵
組
と
と
も
に

江
戸
を
は
な
れ
た
の
は
、
慶
応
元
年
家
茂
の
第
三
回
の
上
洛
に
屋
従
し
て
、
京
都
に
お
も
む
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

家
茂
が
江
戸
を
進
発
し
た
の
は
、
慶
応
元
年
五
月
一
六
日
で
あ
る
が
、
良
斎
は
お
く
れ
て
閏
五
月
四
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
。
こ
れ
に
さ
き

だ
っ
て
五
月
一
五
日
、
江
戸
城
の
郷
燭
の
間
に
お
い
て
、
老
中
本
多
美
濃
守
忠
民
、
若
年
寄
土
岐
山
城
守
頼
之
、
同
立
花
出
雲
守
種
恭
、
増
島

河
内
守
立
合
い
の
も
と
に
、
御
番
医
師
並
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
、
二
○
人
扶
持
を
た
ま
わ
っ
た
。
こ
の
と
き
吉
田
策
庵
ら
医
師
取
締
三
人
も
、

良
斎
と
同
様
に
御
番
医
師
並
に
昇
進
し
た
。
進
発
に
さ
い
し
て
取
締
の
高
島
祐
啓
と
良
斎
が
御
供
を
命
ぜ
ら
れ
、
祐
啓
は
三
番
町
歩
兵
組
、
良

斎
は
小
川
町
歩
兵
組
の
附
属
と
し
て
、
手
当
金
の
ほ
か
に
人
足
四
人
、
馬
一
疋
を
く
だ
さ
れ
た
。

五
月
一
六
日
に
江
戸
を
進
発
し
た
家
茂
は
、
途
中
天
竜
川
増
水
の
た
め
の
川
ど
め
な
ど
が
あ
っ
て
、
京
都
の
二
条
城
に
つ
い
た
の
は
閏
五
月

二
二
日
の
こ
と
で
、
実
に
三
五
日
を
経
過
し
て
い
る
。
良
斎
が
江
戸
を
た
っ
た
の
は
閨
五
月
四
日
で
、
後
詰
め
と
し
て
出
陣
し
た
も
の
と
お
も

わ
れ
る
。
木
曽
川
の
洪
水
な
ど
に
あ
っ
て
、
大
坂
に
つ
い
た
の
は
六
月
二
二
日
の
こ
と
で
、
四
七
日
を
要
し
て
い
る
。
江
戸
か
ら
京
都
ま
で
の

道
程
は
、
普
通
一
四
’
五
日
の
行
程
で
あ
る
の
で
、
た
と
え
人
数
の
お
お
い
行
列
と
は
い
え
、
こ
の
日
数
は
異
常
に
お
お
い
と
い
え
よ
う
。
の
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ち
に
の
べ
る
よ
う
に
、
良
斎
が
病
兵
を
ひ
き
つ
れ
て
の
大
坂
か
ら
江
戸
へ
の
行
程
は
、
わ
ず
か
一
八
日
し
か
か
か
っ
て
い
な
い
。

大
坂
に
つ
い
た
良
斎
は
、
六
月
二
四
日
陸
軍
奉
行
、
歩
兵
奉
行
に
到
着
し
た
む
ね
の
申
告
を
お
こ
な
っ
た
。
同
じ
日
、
兵
隊
一
同
に
暑
気
払

い
を
く
だ
さ
る
む
ね
の
通
達
が
だ
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
処
方
の
薬
剤
が
く
ば
ら
れ
た
。

批
把
葉
壱
斤
蕾
香
小
半
斤
桂
皮
小
半
斤
丁
字
十
匁
莪
尤
十
匁
香
需
小
半
斤

右
一
剤
と
な
し
一
大
隊
江
半
剤
ツ
ッ
ニ
大
隊
一
剤
被
下
靴
事

良
斎
の
大
坂
で
の
宿
所
は
、
上
本
町
八
丁
目
寺
町
に
あ
る
源
光
寺
内
に
設
け
ら
れ
た
病
院
の
一
隅
で
あ
っ
た
。

慶
応
二
年
の
正
月
を
、
良
斎
は
大
坂
で
む
か
え
た
。
元
日
に
は
大
坂
城
に
登
城
し
て
、
将
軍
に
お
目
見
え
が
か
な
っ
た
。

朝
五
シ
時
登
城
於
大
広
間
年
首
為
御
礼
四
シ
半
時
出
御
御
目
見
被
仰
付
“
事

芸
州
広
島
表
江
出
張
可
致
旨
伊
賀
守
殿
被
仰
渡
依
之
申
渡

こ
の
書
類
を
陸
軍
奉
行
溝
口
伊
勢
守
勝
如
か
ら
う
け
と
っ
た
良
斎
は
、
九
日
仮
役
所
に
お
い
て
七
、
八
、
九
の
三
ヶ
月
分
の
手
当
金
二
七
両
二

分
と
、
一
五
両
三
朱
と
銭
四
○
五
文
の
旅
御
扶
持
を
支
給
さ
れ
た
。
二
○
両
の
薬
価
を
前
借
り
し
て
、
七
月
一
二
日
朝
快
風
丸
で
大
坂
八
軒
屋

を
出
発
し
て
、
玉
島
湊
で
一
泊
し
、
二
○
日
広
島
沖
の
宇
品
島
に
つ
い
て
、
小
舟
に
の
り
か
え
て
広
島
に
上
陸
し
た
。
翌
一
二
日
、
広
島
著
到

を
陸
軍
奉
行
竹
中
丹
後
守
重
固
、
歩
兵
奉
行
河
野
伊
予
守
通
伽
に
申
告
し
た
。

六
月
す
で
に
対
長
州
戦
の
火
蓋
は
き
ら
れ
て
い
た
の
で
、
広
島
市
内
に
開
設
さ
れ
た
六
ヶ
所
の
病
院
に
は
、
傷
病
兵
が
次
第
に
そ
の
数
を
ま

し
、
急
に
全
快
し
そ
う
も
な
い
病
兵
は
後
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
‐
総
数
七
七
名
の
病
兵
が
八
月
二
三
日
に
江
戸
送
り
と
決
定
さ
れ
た
。
し

か
し
そ
れ
以
前
に
家
茂
死
亡
が
発
表
さ
れ
て
長
州
征
伐
は
中
止
と
き
ま
り
、
全
軍
の
撤
収
が
布
告
さ
れ
た
。

長
州
征
伐
の
軍
が
発
令
さ
れ
て
、
良
斎
も
い
よ
い
よ
広
島
へ
く
だ
る
こ
と
に
な
る
。
七
月
七
日
次
の
よ
う
な
申
し
わ
た
し
が
あ
っ
た
。

但
シ
陣
羽
織
着
用
之
事

手
塚
良
斎
江
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広
島
撤
退
に
あ
た
っ
て
良
斎
は
、
そ
の
こ
ろ
陣
中
で
病
を
え
て
い
た
老
中
水
野
出
羽
守
忠
誠
に
つ
き
そ
っ
て
、
九
月
一
五
日
紀
伊
藩
の
軍
艦

明
光
丸
に
乗
船
し
て
宇
品
港
を
出
帆
し
、
一
七
日
夕
刻
に
大
坂
の
天
保
山
沖
に
つ
い
た
。
出
羽
守
の
本
陣
で
あ
る
北
浜
二
丁
目
の
増
屋
孫
左
衛

門
宅
に
出
羽
守
を
お
く
り
と
ど
け
、
良
斎
は
伝
光
寺
に
は
い
っ
た
。

一
○
月
四
日
良
斎
は
三
番
町
、
小
川
町
両
屯
所
の
病
兵
二
九
名
を
ひ
き
つ
れ
て
大
坂
を
出
発
し
た
。
そ
の
道
中
先
触
れ
が
『
御
用
留
』
に

一
○
口

桑
え
る
。右

者
明
四
日
大
坂
表
出
立
歩
兵
方
病
人
差
添
江
戸
表
江
被
罷
下
“
條
得
其
意
宿
々
人
馬
無
差
支
継
立
可
被
申
“
以
上

御
番
嘗
師
並

陸
軍
附
取
締

手
塚
良
斎
内

寅
十
月
三
日
今
里
和
市
印

一一

被
下
人
足
四

被
下
本
馬
壱

此
訳
人
足
弐
人
二
直
し

内
引
戸
駕
篭
壱

〃
両
掛
壱

マ
マ

〃
宿
加
篭
壱

外
一
一
御
用
長
持
壱

御
用
先
鯛

壱
挺

壱
荷

壱
挺

壱
棹

四
人

壱
疋

此
人
足
三
人

″
壱
人

″
弐
人

陸
軍
附
御
髻
師
取
締

手
塚
良
斎
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献
上
し
た
。

牧
方
伏
見
草
津
水
口
亀
山
桑
名
宮
岡
崎
白
須
賀
見
附

鴫
田
府
中
吉
原
三
島
小
田
原
川
崎

藤
沢

此
先
触
品
川
宿
二
至
り
靴
ハ
ハ
別
段
人
夫
を
以
江
戸
下
谷
練
塀
小
路
屋
敷
迪
早
々
相
届
可
給
“
以
上

良
斎
が
江
戸
に
つ
い
た
の
は
一
○
月
一
二
日
で
あ
っ
た
。
慶
応
元
年
閨
五
月
に
将
軍
家
茂
の
上
洛
に
し
た
が
っ
て
上
方
に
お
も
む
い
て
以
来
、

一
七
ケ
月
ぶ
り
に
江
戸
の
土
を
ふ
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

将
軍
の
代
替
り
に
さ
い
し
て
は
、
御
抱
医
師
た
ち
が
薬
を
献
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
二
月
二
日
良
斎
は
次
の
よ
う
な
丸
薬
を

奇
効
丸

マ
マ〆

香
一
分
竜
脳
一
分
阿
仙
薬
二
匁
甘
草
末
一
匁
丁
香
五
分

能
書
一
治
気
鯵
一
治
天
氣
眩
量

一
治
留
飲
腹
痛
一
治
覆
乱
吐
涜
一
治
仙
積

マ
マ

右
一
度
二
十
五
粒
シ
シ
白
湯
ニ
テ
送
下

当
御
泊
り
左
之
通

マ
マ

従
大
坂
東
海
海
道
筋

品
川
筋
迫

宿
だ

問
屋
中
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慶
応
三
年
も
歩
兵
組
の
活
躍
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
『
御
用
留
』
に
は
良
斎
自
身
に
関
す
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
ゑ
ら
れ
ず
、
良
斎

は
江
戸
を
は
な
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
○
月
一
三
日
か
ら
は
、
「
腰
足
痛
不
出
来
二
付
引
込
養
生
致
度
」
と
の
届
書
を
し
た
た
め
、
月
番

戸
塚
静
甫
に
提
出
し
て
家
に
引
こ
も
っ
て
治
療
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
つ
づ
く
記
事
は
二
月
二
日
ま
で
空
白
で
あ
る
の
で
、
こ
の

引
込
養
生
が
い
つ
ま
で
つ
づ
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
二
○
日
ば
か
り
は
家
に
引
こ
も
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

慶
応
四
年
正
月
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
一
行
し
か
ふ
れ
て
い
な
い
。
正
月
一
二
日
慶
喜
が
海
路
江
戸
に
か
え
り
、
歩
兵

組
附
属
の
医
師
の
江
戸
帰
府
の
模
様
の
記
載
は
あ
る
が
、
時
局
の
重
大
さ
に
く
ら
べ
る
と
あ
ま
り
に
す
ぐ
な
す
ぎ
る
し
、
そ
れ
も
あ
ま
り
に
淡

淡
と
し
て
い
る
。

て
、
『
御
用
留
』
の
記
事
は
お
わ
る
。

医
師
が
剃
髪
す
る
こ
と
は
長
い
間
の
慣
例
で
あ
っ
た
が
、

月
、
「
頭
冷
二
付
蓄
髪
仕
度
」
と
の
願
い
書
を
提
出
し
て
い

ね
の
許
可
が
お
り
た
。
し
か
し
こ
れ
も
わ
ず
か
半
月
後
に
、

を
申
し
で
て
、
そ
の
許
可
を
え
て
い
る
。

四
月
二
日
官
軍
が
江
戸
に
入
城
し
て
、
徳
川
幕
府
二
七
○
年
の
治
政
が
こ
こ
に
終
り
を
つ
げ
る
。
四
月
一
八
日
の
良
斎
の
辞
表
を
も
つ

被
下
れ
様
此
如
奉
願
上
靴
以
上

私
儀
一
昨
年
中
方
久
を
傷
冷
毒
に
て
腰
足
痛
相
煩
程
々
療
養
仕
靴
得
共
只
今
以
テ
全
快
不
仕
時
期
之
転
変
ニ
依
り
右
痛
再
發
仕
起
居
動
揺

難
義
罷
在
押
て
出
勤
罷
在
“
得
共
急
二
全
快
之
程
も
不
束
覚
二
有
之
當
御
時
節
柄
却
て
奉
恐
入
れ
義
二
付
歩
兵
屯
所
附
醤
師
取
締
被
仰
付

そ
の
許
可
を
え
て
い
る
。

屯
所
附
医
師
の
辞
任
と
維
新
後
の
良
斎

（
８
）

と
は
長
い
間
の
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
文
久
二
年
に
な
っ
て
医
師
の
蓄
髪
許
可
令
が
発
せ
ら
れ
た
。
良
斎
は
慶
応
三
年
正

」
度
」
と
の
願
い
書
を
提
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
’
六
月
二
○
日
に
い
た
っ
て
蓄
髪
撫
附
の
頭
髪
で
さ
し
つ
か
え
な
い
む

し
か
し
こ
れ
も
わ
ず
か
半
月
後
に
、
「
逆
上
強
く
眼
病
相
煩
何
分
蓄
髪
仕
兼
孔
二
付
」
再
び
剃
髪
で
出
仕
し
た
い
む
ね

御
番
筈
師
並
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松
平
太
郎
殿

あ
て
名
の
松
平
太
郎
正
親
は
陸
軍
奉
行
並
の
職
に
あ
り
、
の
ち
江
戸
を
脱
出
し
て
五
稜
郭
に
こ
も
っ
た
。
こ
の
辞
表
は
月
番
高
島
祐
啓
を
へ

て
、
松
平
太
郎
に
提
出
さ
れ
た
。
四
月
晦
日
に
い
た
り
、
御
役
御
免
に
な
る
む
ね
が
申
し
わ
た
さ
れ
た
。

歩
兵
屯
所
医
師
を
辞
任
後
、
良
斎
は
日
本
橋
元
大
工
町
（
現
在
の
中
央
区
八
重
州
一
丁
目
、
日
本
橋
二
丁
目
）
で
開
業
医
生
活
を
は
じ
め
た
。
さ

き
に
横
浜
に
仮
設
さ
れ
た
軍
陣
病
院
は
、
東
京
下
谷
の
藤
堂
邸
に
移
転
し
て
大
病
院
と
名
を
あ
ら
た
め
て
い
た
（
慶
応
四
年
七
月
二
○
日
）
が
、

（
９
）

良
斎
は
九
月
一
○
日
石
井
謙
道
、
渡
辺
栄
仙
、
塩
田
順
庵
ら
と
と
も
に
、
こ
の
大
病
院
の
医
師
に
任
命
さ
れ
、
徳
川
幕
府
か
ら
一
転
し
て
明
治

（
、
）

新
政
府
に
つ
か
え
る
身
と
な
っ
た
。
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
二
月
四
日
に
は
こ
の
大
病
院
医
師
を
辞
任
し
て
し
ま
う
。

現
在
ま
で
に
披
見
し
え
た
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
良
斎
の
居
宅
は
、
㈲
嘉
永
二
年
、
長
崎
遊
学
か
ら
か
え
っ
て
、
私
塾
を
ひ
ら
き
医
業
を

（
、
）

い
と
な
ん
だ
下
谷
松
永
町
。
こ
れ
は
太
田
東
海
の
弟
太
田
道
博
が
文
久
年
間
に
通
学
し
て
い
た
良
斎
の
私
塾
の
住
所
で
も
あ
る
。
○
慶
応
二

年
、
大
坂
か
ら
帰
府
に
さ
い
し
て
の
先
触
れ
に
し
る
さ
れ
た
下
谷
練
塀
小
路
。
江
戸
切
絵
図
の
下
谷
絵
図
に
も
、
大
槻
俊
斎
の
南
隣
り
に
良
斎

の
名
が
み
え
る
。
白
慶
応
四
年
幕
府
瓦
解
の
さ
い
、
歩
兵
屯
所
附
医
師
取
締
を
辞
任
し
た
と
き
に
す
ん
で
い
た
日
本
橋
元
大
工
町
。
『
御
用
留
』

前
付
（
明
治
三
年
）
に
も
こ
こ
に
す
ん
で
い
る
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
三
ヶ
所
の
住
所
を
し
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
史

料
で
は
、
こ
れ
を
経
時
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
今
後
の
研
究
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

良
斎
の
私
塾
に
お
い
て
修
業
し
た
も
の
は
、
さ
ぎ
の
太
田
道
博
が
安
政
六
年
二
月
か
ら
、
文
久
二
年
一
二
月
ま
で
の
三
年
二
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
指
導
を
う
け
て
い
る
ほ
か
、
歩
兵
屯
所
医
師
手
伝
と
し
て
弟
子
の
内
村
有
庵
、
津
山
良
策
、
林
栄
春
の
三
名
が
勤
務
し
た
と
『
御
用
留
』

に
は
し
る
さ
れ
て
い
る
。

辰
四
月

歩
兵
屯
所
附
瞥
師
取
締

手
塚
良
斎
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手
塚
良
斎
の
墓
碑
銘

良
斎
の
墓
は
松
竜
山
總
禅
寺
（
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
’
三
二
ｌ
二
曹
洞
宗
）
に
あ
る
。
本
家
筋
に
あ
た
る
手
塚
良
仙
と
、
義
兄
に
あ
た
る
大

槻
俊
斎
の
墓
に
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
た
て
ら
れ
て
い
る
。

墓
碑
の
正
面
に
は
妻
に
あ
た
る
手
塚
良
仙
光
照
の
次
女
秀
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
秀
の
死
亡
（
明
治
二
八
年
六
月
一
日
）
後
に
建
立
さ

れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
の
碑
銘
は
明
治
二
年
秋
九
月
と
な
っ
て
い
る
。

君
諄
政
冨
信
州
更
級
郡
川
中
嶋
今
里
村
人
也
本
姓
内
村
氏
父
日
総
兵
衛

政
弘
母
深
美
氏
生
九
男
二
女
君
其
第
五
子
勢
字
千
吾
甫
九
歳
寄
食
江
戸

之
疏
属
年
十
八
始
志
筈
術
入
手
塚
良
仙
之
門
改
名
良
斎
後
三
年
以
師
命

冒
姓
手
塚
尋
遊
干
長
崎
就
蘭
人
某
而
学
焉
由
是
薔
業
益
進
年
二
十
八
開

業
於
江
戸
要
師
之
二
女
後
六
季
學
一
女
不
幸
早
世
終
復
無
子
君
初
仕
伊

達
若
州
侯
為
侍
書
文
久
三
年
三
月
幕
府
命
為
歩
兵
屯
所
瞥
師
慶
應
元
年

五
月
為
番
薔
師
並
給
二
十
人
口
明
治
元
年
二
月
改
禄
百
石
是
歳
実
當
維

新
之
際
乃
鉾
幕
府
力
食
終
坊
間
既
而
新
政
府
創
病
院
君
在
髻
員
中
頗
壼

力
然
未
幾
辞
而
復
力
食
其
四
年
四
月
歸
藩
子
静
岡
為
二
等
勤
番
組
八
年

九
月
六
日
病
残
享
季
五
十
有
二
葬
終
東
京
駒
籠
總
禅
寺
無
嗣
以
妻
手
塚

氏
為
主
後
其
祭
主
則
手
塚
秀
也

明
治
十
一
年
秋
九
月
矢
村
宣
昭
撰
中
根
聞
害
井
亀
泉
鋪

墓
碑
銘
か
ら
新
し
い
事
実
と
お
も
わ
れ
る
の
は
、
明
治
四
年
四
月
に
静
岡
に
お
も
む
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
静
岡
病
院
や
沼
津
病
院
の
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関
係
者
の
中
に
良
斎
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

稿
を
お
わ
る
に
あ
た
り
ご
指
導
、
ご
校
閲
を
た
ま
わ
っ
た
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
助
教
授
に
感
謝
す
る
。
ま
た
種
々
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
金
井
圓
教
授
、
東
京
都
公
文
書
館
熊
井
保
先
生
、
穂
禅
寺
住
職
山
田
訓
康
氏
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

こ
ま
れ
、
幕
府
の
下
級
医
師
」

か
い
ま
象
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
ｈ
／
に

『
医
学
所
御
用
留
』
を
中
心
に
、
手
塚
良
斎
の
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
の
活
躍
を
の
べ
た
。
幕
末
か
ら
明
治
へ
と
社
会
変
革
の
渦
に
ま
き

ま
れ
、
幕
府
の
下
級
医
師
か
ら
、
一
た
び
は
新
政
府
に
そ
の
職
を
え
な
が
ら
、
志
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
一
人
の
蘭
方
医
の
姿
を

（
可
上
）

（
、
乙
）

（
句
。
）

（
４
４
）

（
Ｆ
Ｄ
）

（
戸
ｏ
）

（
庁
Ｉ
）

（
の
ひ
）

（
Ｑ
〉
）

（
、
）
同
書
八
一
頁

（
ｕ
）
医
者
履
歴
明
細
書
明
治
八
年
田
村
家
文
書
川
崎
市
蔵

引
用
文
献

深
瀬
泰
且
歩
兵

手
塚
良
斎
医
学

宮
地
正
人
編
幕

笠
原
良
策
戦
競

同
書
一
九
一
頁

伊
東
栄
伊
東
玄
朴
伝
玄
文
社
東
京
大
正
五
年
八
五
頁

京
都
府
医
師
会
京
都
の
医
学
史
思
文
閣
出
版
京
都
昭
和
五
五
年
九
二
五
頁

深
瀬
泰
且
歩
兵
屯
所
の
医
師
た
ち
ｌ
晨
学
所
御
用
留
』
か
ら
日
本
医
史
学
雑
誌
三
巻
三
七
一
頁
昭
和
六
○
年

日
記
明
治
元
年
明
治
初
年
医
史
料
中
外
医
事
新
報
別
刷
日
本
医
史
学
雑
誌
昭
和
一
八
年
（
複
刻
版
）
思
文
閣
出
版
京
都
昭
和
五
四

日
記
明
治

年
六
一
頁

歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
斎
と
手
塚
良
仙
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
巻

医
学
所
御
用
留
明
治
三
年
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
蔵

幕
末
維
新
風
雲
通
信
東
京
大
学
出
版
会
東
京
昭
和
五
三
年
二
九
頁

戦
競
録
福
井
県
医
師
会
福
井
県
医
学
史
昭
和
四
三
年
五
二
七
頁

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
講
師
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

二
九
○
頁
昭
和
五
四
年
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TezukaRyosai,ArmyInfantryRegiment

ChiefMedicalOfficer(FurtherReport)

函
つ
め

YaSuakiFUKASE

TezukaRyosaitookclassesinDutchstudiesandmedicineinNagasakiinl848andl849.On

returningtoEdo,hemetwithKasaharaRyosakuinKyotoandhadadiscussiononvaccinationwith

him・RyosaiwasagoodstudentoftheDutchlanguage,sowasabletotranslateJ.P.C.vanOvers-
traten'smonographonartilleryandG.F.Most'stextbookonsyphilis.

Inl863hewasappointedasthemedicalofficertotheinfantryregimentwithfifteennin-buchiof

salary.Accordingtohis@GIgakushoGoyodome''(MemorandumonMedicalSchoolofEdo),hewas

laterpromotedtotherankofsuperVising-doctor.IntheMe!jiera,hetookapositionasadoctorat

theDaiByoinandafierhisresignationheworkedasapractitionerfbrtherestofhislifb.

（
つ
守
）


